
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ５ 年 ９ 月 

京都市立道徳教育研究会 

広 報 部 

（ 第 ５ 号 ） テーマ：子どもたちが道徳的な問題を自分事として考える「模擬授業」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読み」の視点をもたせて 

「『明るい心』『黒っぽい心』を見つけ 

ながら読みましょう」→「（読み終わったら）どの

部分に見つかりましたか」・・・児童が見つけた部

分を中心に状況を捉えたり、考えや思いを出し合

ったりし、価値について思考しました。 

どちらが「明るい心を育てる」 

ことにつながるでしょう？ 
 この発問で、新次の思いを考えている 

流れ（展開前段）から、実は「伝えない」「いや、

伝える。なぜなら…」と自分の価値観（展開後段）

へと、思考を徐々にシフトさせ、「明るい心を育て

るために大切なこと」へとつながります。 

支援の必要な児童を大切に 

「頑張りたいと思っていても、何を話せ 

ばいいか忘れてしまう」「聞き落としてしまった」

ということがあっても確かめられるよう、発問や

活動内容をパワーポイントにして提示するように

しています。「めあて」「中心発問」「ふりかえりの

視点」の３つだけでも子どもの安心は高まります。 

 

自分事として考えるための導入・後段 

 導入で、正直、誠実ではなかった過去 

の自分を見つめ（アンケート）、教材を通して「正

直・誠実」の大切さ（価値）を捉え、展開後段も

う一度自分を見つめたり、「これから」について考

えたりする流れでした。ワークシートに自分が書

いたアンケートがあることで、より自分事として

捉え、ふりかえることにつながります。 
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導入で提示したスライド 

３人交流のワークシート 

アンケートを加えたワークシート 

自分の価値観とつなげて考える後段 


